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研究概要

G を Lie 群、G′ を G の閉部分群とする。さら

に、(π, V )と (τ,W )を Gと G′ の表現とする。

その時、V からW へG′-線形作用素は対称性破

れ作用素と呼ばれる。特に、πが無限次元で、G′

が非コンパクトの時、対称性破れ作用素の空間

HomG′(π
∣∣
G′ , τ)を具体的に求めるという問題は

かなり難しい。しかし最近、O(n+1, 1) ⊃ O(n, 1)

という特別な場合に、すべての対称性の破れ作

用素が 2014、2015年に小林俊行氏と B. Speh氏

によって完全に分類された。これはその問題の

完全な答えとして、一番最初である。

私の目的は小林俊行氏と B. Speh 氏によって発

展された一般な手法によって、(G,G′) = (O(p+

1, q), O(p, q)) の場合の対称性の破れ作用素を研

究するということであった。具体的には、2016–

2017学年で以下の問題を考えて、完全に答えた:

問 1. 与えられた (λ, ν) ∈ C2 に対して、対称

性の破れ作用素の空間 HomG′(I(λ), J(ν)) を具

体的に求めよ。特に、この空間の基底を具体的

に求めよ。ここで、I(λ) := C∞ (G×P Cλ) と

J(ν) := C∞ (G′ ×P ′ Cν)はGとG′の退化主系

列である。

今年は否定値直交群の対称性破れ作用素を更に

研究して、次の結果を得た：

1. 対称性破れ作用素の間の函数等式を得た；

2. singularと微分対称性破れ作用素を regular

対称性破れ作用素の留数として表している

留数公式を得た；

3. 対称性破れ作用素の像を計算した；

4. 求退化主系列表現のある部分表現ファミー

リの対称性破れ作用素の像を計算した；

5. 求退化主系列表現として出て来る Zucker-

man導来函手加群間の G′-普遍写像を分類

した；
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